




















































































































































































































































































































































































単元の 作品に対峙し、 登場人物と場面 語句の使われ方








時 学習活動 学習内容 評価基準・評価方法
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＜平成20年度埼玉県和光市立新倉小学校研究発表会資料より＞
以上、実践的指導力の具現化あ実際について、「一つの花」（今西祐行）
を素材として、授業設計力形成の立場から、素材の分析と教材化を中心
に、単元や題材の研究、学習指導観、学習過程の組織、学習指導案の作
成、ワークシートの作成等、具体的に述べた。
IVおわりに
表題に示した如く、本稿は教材「一つの花」をめぐっての第一報であ
る。副題に掲げた如く実践的指導力の体得にあたっては、まずは取り扱う
教材そのものの陶冶的価値を探ることがきわめて重要であるととを再認
した。言うまでもなく実践的指導力の中の重要な要素である「授業設計」
は、「素材」と指導者が正対することから始まり、そしてそこでは、学習
者を視野に入れながら教材が内包する教育的価値を捉え、まずは教材観を
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捉えることとなる。このようなことを踏まえ、学習指導要領との関わりで
学習者に体得せしめる国語科への関心・意欲・態度、読む能力、言語に対，
する知識・理解・技能等をしっかりと整理することである。今回は、前述
の如く授業設計を中核に据えて論を展開してきたが、これを基に実践を試
み、実践的指導力の体得のありよう探っていくことが今後の課題となろ
う。この課題をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
【注】
（1）中央教育審議会答申「今後の教育養成・免許制度の在り方について」2006・
7．
（2）同上書
（3）光村図書『国語教育相談室』373号1990．2．7．
作家に聞く「『一つの花』をめぐって」今西祐行井上一郎
（4）教育出版『教育通信』1978．3．1
特集対談「『一っの花』をめぐって」倉澤栄吉今西祐行
（5）同上書
（6）同上書
（7）同上書
（8）同上書
（9）光村図書『国語教育相談室』前掲書
（埼玉県新座市立第四中学校校長）
（本学教育学部教授）
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